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?lv?圓 ??国 xl? ?圖 附　　記
大正15 一 　 一 一 一 『 ｛ 『 一 『 4⑪ 1⑪714711月創立
昭和2 61 984401259 105640357 73209448 6501604917
3 1310936747076 891431223539645 4562411
4 7322298 113695917552 14 158428120483683
5 5 165 3821196139518976 12 261．11142153852
6 101320 77214712064103265873563窪5655696608
7 376198697 4801148162148217 128022 120505201
8 57410342416 668 438 1525荏 49945594348⑪4914
9 169338476202319369125386334102483156371
1037383 1159601107102 1 0 0 61185 1303117通計41218
1董 ? 014470 0 309 1 80 0／ ／ ／ 6125月日食準備の爲め閑銅
　　【b．創立記念日】大正15年11月21日．毎年11月頃記念式を行ひ，記念講i
演共の他の行事がある・今記念講演の演題及び講師を次に掲げる．
　創立記念式　（大正15年11月21日）天騰と望遠鏡　　　　　理學博士出本　一清
　1　周　年　（昭和2年11月10目）水星の太陽面纒過に就いて　　　　水野　千坦
　2　周　年　（”　3年11月27日）月食の話及び槻測　　　理學博士山本　一清
　3　周　年　（”　4年11月23日）天丈學と天交藁　　　　理學博士山本　gk
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4周年（”5年11月29・日）
5周年（，・6年11月15日）
6周年（”7年11月27H）
日米天藤蔓瞥見　　　　理同士宮原　節
屈折望遠鏡と反射望遠鏡　　　　　中村　要
現今の暦法改良問題　　理學博士山本　一清
月の秤動に就いて　　　理學士百濟　子牛
現代天丈學の尖端　　　理學博士山本　一清
我がカフス釦　　　　　　　西岡永太郎
研究事項獲表　　　　　　　　　　荒木　健保
ジョン・ハ1シェルの小傳　　　荒木健見
彗星と流星との閥係　　　　　　　水野　千里
ア周年（”8年12月21日）纏緯度測定と天丈學
9周年（”10年！0月24H）東洋文化と天丈
　　　　　　　　　　　　　　　攣星親測の現況
　　　　　　　　　　　　　　　來年の日食
　【c．講習會】
第　1　圃　（昭和5年8月17－20日）
　　　　　　　　　　　　　　　實際天丈學
　　　　　　　　　　　　　　　流星に就いて
　　　　　　　　　　　　　　　大熊星座と小熊星座
第　 2　「司　（昭和6何三8月22－24日）
　　　　　　　　　　　　　　　趣味の天文學
　　　　　　　　　　　　　　　太陽及び暦の話解説
第　　 3　　同　　（昭禾［17勾三8月10－12日）
　　　　　　　　　　　　　　　天膣輪回法
　　　　　　　　　　　　　　　星座の歌と詩
第4同（昭和9年8月18一一20H）
　　　　　　　　　　　　　　　初等天文學一班
　　　　　　　　　　　　　　　星座の知識
第　5　同　（昭和11年8月24－26日）
　　　　　　　　　　　　　　　基礎天文學
　　　　　　　　　　　　　　　郭勤に就いて
　　　　　　　　　　　　　　　星座と天球
備考
理學博士山本　一清
理學博士山本　一一清
理學士小山　秋雄
　　　　荒木　健見
理學博士山本一清
　　　　小棋孝二郎
　　　　水野　千里
回附博士山本一清
　　　　水野　千果
理學博士両本　一一清
　　　　水野　千里
半里學博＝ft　lj」本　　一・法
　　　　水野　千里
理學博士山本　一清
理學士小山　秋雄
　　　　水野　干果
　　　　岡山支部主催天交學講習會5同，倉敷天文ii蓬圭：催前記の5周と合せて
10同岡由縣下に於て行はれ，天文學知識普及の詠め聯か寄與した．支部主催
の分は第1同大正10年12月26－29日L實際天文學「理學博士山本一清，第2周大
正11年6月10－11日L火星「理學博士山本・一・・清，第3同大正14年7月29－30NL天
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．支旧史「理學博士山本一清，第4同大τE15年4月10－IML太陽とは何ぞや「理
學博士山本一」清，第5周昭和8年8月23－25日L望遠鏡製作法■工學士坂本鷺四
郎，L天文教材解設「水野千里であった・
　　【d．研究事項及び観測】
　倉敷天文藁の纒緯度観測第1圖は大正15年11月20－24日，理學博士山本一一清，
理二士竹田新・一郎爾門門測，第2岡は昭和9年10月13－16日埋學博一b山本…
清，理學十：門葉通義，理二士公．文武彦の3氏が親測された．
　掩蔽観測　第1同昭和2年12月15日金星が6等星ボン目鎌南緯11。第3736號
とv・ふ星を掩蔽したときに，理學博：士山本一清氏が観測された．第2同昭和
8年2月20日月が土星及び金星を掩蔽した時には，子堕博士山本一．一清，荒木健
兇，鷺見幸三，水野千里の4氏が観測した・
　月食観測　昭和3年11月27日理學博士山ドー一．一清観測．
　昭和6年2月以來昭和10年2月迄，荒木健児は黄道光，封日照，墜星，太陽黒瓢
等の観測に從事した、
　昭和10年3月から現今迄理學士小山秋雄は主として墜星観測中である．
　行啓昭和9年6月3「｛高松宮同妃下町F當天文亭に行啓の榮を賜る．毫
長山本一清御町明申上ぐ．
　6．將來の計蜜
　　【a．生野参考館】天文書の蒐集，太陽系プラネタリウムの備付け，天文
諸器械の陳列，天文に關する下表，統計表の作製等天文に灯するもの及び天
文の参考に供すべきものを集め度．
　　【b・氣象観測】　ノく交と凹凹とは離るべからざる二二を．有するものであ
るから，野竹一般の観測も行ひ度．
　　【c．共の他】設備を泥全にし度，年々の経常賓は原名告裏長の御厚意に
因って支給されて居ることは洵に感謝の至りであるが，一一tつ基本財産の篤志
寄附を得て，経費に顧慮することなく，天文知識の普及に前進すべきもので
ある．
　　【d．傳記編纂憾業】　岡山縣下出身の古今の天交野者の傅記を編纂する
ことは地方天丈磯達を知り，併せて文化の一端を窺ふに足るであらう．
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　岡山縣立圃：書館下武hj．　iE三三の厚意によって知り得たる天文家は次の様で
ある・
　1．和田省癖は岡山の人，．貞享2年（西暦1685年）に生れ，天明4年6月（1739
年）記す．享年55．天文を司天監猪飼監に學び暦を製して之れを進め後恒例
となった・
　2．原田二二は岡山藩士，元文5年（1740年）に生れ，來化4年6月17日（1807
年）殿す．享年68・寳永中江戸に在勤，時に和漢算法，プく経回問等を求め，
猫力勉強した・安永の初め，京都に在勤し，土御門家の家人西村千助に就き，
途に：その蔽奥を極めた．
　3．小林退結は岡山藩士，實暦11年11月（1761年）生れ，天保7年5月（1836年）
殺す．享年76，職を藩の船手に奉じ，天文暦数，射御，刀槍の術皆秘奥を研
究し，途に免許22流の多きに達した．
　4．片山金彌は岡出藩士，天明8年（1788年）生れ，嘉永4年8月21日（1851年）
残す．享年64．幼にして天丈暦敷を原田茂嘉に學び，天保7年藩命に依り，
江戸に至り，幕府の天文官澁川野牛（高僑作衙門の二男）に從って，天下暦學
を學び，発許皆傳を得た．天保13年3月幕府景佑に命じて麻本を改正せしめ，
岡山藩主に命じ，金彌をして：景佑を輔けさせた．璋いで暴府に出仕を命じ，
麻學の用務を命ぜらる・その薙蓄せる暦理は大に信頼せられた，
　5．箕作阪甫は津田藩讐，寛政11年（1799年）生れ，丈久3年6月17日（1863年）
竣す．享年65．藩主に從ひ，江戸に役し，宇田川榛齋に從ぴて洋學を講ず．
天保10年幕府命じて司天文憂課員に補す．
　6．宇田川興齋は津山藩匿，交政5年（1822年）生れ，明治20年5月3日（1887
年）展す．享年66．職瀬旭窓，安積艮齋に就いて漢籍を學び，坪井信道及び
棺庵に從ぴ，西洋警學を研究し，津：山藩：醤となり，傍ら幕府ノぐ．文肇の二二を
助けた．
　7．崖田善之は岡山藩士，文政7年3月（1824年）生れ，明治10年7月（1877年）
艘す・享年54．耐父淺五郎，原田嘉茂に肇び，算敏，暦象，測量を以て藩吏
となった，伊能忠敬の滑海を測量して岡爾に來た時，三五郎これをその族舎
に訪ひ，暦理を談じ，途に忠敬の業を助け，三備伊豫の澹海諸島を測量した・
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三五郎に一女あり，常八郎を養ひこれに配し，善之を生んだ．善之幼にして
租父に從ひ算敷を學び，後片山金彌に就いて學び，藩の允許を得て幕府の天
交二二川景佑及び西洋警學家伊東玄朴の門に遊び，暦敷及び洋學を學び，金
彌の後を受けて藩肇に從磐し，嘉永4年，歳28初めて新暦を作り藩主に献じ，
爾來毎年これを例とした．
　8・箕作款三河賀郡（阿哲郡）曹部吋（上房郡些部付）の人，文政8年（1825
年）生れ，明治19年12月3日（1886年）残す．享年62．幼にして父を喪ひ，稻垣
木公の門に學び，後箕作院甫の門に入って，和蘭學を修めた．院甫の義子省
吾超したので，約して父子となり，大阪の緒方洪庵に就v・て學び，嘉永2年
業成りて回り箕作氏を冒す．時に歳26、旧いで天文憂謬員に補せられた．
　明治元年家を長子杢吾に譲って，三叉二三を附き，人材’教育を以て自ら任
じ，三三禮，中村正直等と明六献を興した。
　配は二三の仲女，四男を墾ぐ長を杢吾といひ，大學少博士となり，先ちて
訂した．次子大麓出でN本姓菊地氏を襲ぎ，三子佳吉，四子元八共に博士と
なり令名があった．
　9・￥松誠一は都宇郡（都窪郡）下庄村の人，天保12年3月27日（1841年）生れ，
昭和6年8月13日（1931年）超す．享年91．安政6年正月和算家藤田秀齊の門に
入り，元治3年3月幅田理軒に師事し，測天，測地の法を研讃し，途に弓術を
授かった．明治4年以來備1’一一圓，備後6郡，四三各地に至り測量に從事し，
又山陽鐵道豫測，別子銅山鐵道の測量，吉備線の測量，児島灘開墾地の水道
敷設等に關して功勢妙からす，又測：量術を教授し，その門下20國に及び，又
和算の大家で共の著書数十部に達し，又和歌，狂歌，俳道を嗜み，回書をよ
くした。：支那天文に造詣深く，一々の星名を暗記し，死に至る迄火星の睨測
を怠らなかった篤學の士であった．
　結語　當天文東10ケ年聞の滲槻人員約60000人，この一一一一1一＄は誇るに足るで
あらう．小由埋學…bの門門親回報一三がPublications　of　the　Kuraslki　Obgervatory・，
No．1．として濁逸天三三誌Astronomische　Nachrichten　Nn　62071て：掲載せら
れ，東亜に倉敷天交壷あることが，世界の天文學者に知られたことは愉快で
ある．諸設備其の他今後に待つこと多大である．
